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会 議 録 

１ 会議名 

令和３年度 第２回高田区地域協議会分科会（第２分科会） 

２ 議題 

（１）協議（公開・非公開の別） 

①高田区における災害（大雪、水害、地震）時の対応について（公開） 

３ 開催日時 

令和３年１０月４日（月）午後６時３０分から午後７時４５分まで 

４ 開催場所 

福祉交流プラザ 第１会議室、第６相談室 

５ 傍聴人の数 

なし 

６ 非公開の理由 

― 

７ 出席した者（傍聴人を除く）氏名（敬称略） 

・委 員：飯塚よし子（副座長）、澁市徹（副会長）、西山要耕、廣川正文 

     （欠席委員：杉本敏宏（座長）） 

  ・事務局：南部まちづくりセンター 堀川センター長 

８ 発言の内容（主な発言の要旨） 

 

―次第３協議（１）高田区における災害（大雪、水害、地震）時の対応について― 

 

【飯塚副座長】 

  杉本座長が欠席のため、本日の進行を務める。 

前回は、当分科会で協議する災害を「大雪」、「水害」、「地震」の順とした。本日は

それを基に「大雪」に関し、これからどのように進めていくか、フリートークで話し

合うこととする。 

  

 ＜以後、委員間によるフリートークを行う＞ 
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【フリートークでの主な意見】 

・残任期２年半の間のロードマップを考える必要がある。 

・これから「大雪」に関する議論を約１年、次に「水害」という時間配分になるので

はないか。 

・市が作成している「令和３年大雪災害対応の検証について」の説明を聞いてはどう 

か。 

・市は「令和３年大雪災害対応の検証について」（中間報告）の作成のために、各町

内会長にアンケートをした。現状把握のためにそのデータ（高田区のみ）を提供し

てもらえないか。 

・市から説明を聞く前に、市が作成している「令和３年大雪災害対応の検証につい

て」（中間報告）を各委員がよく読み込んで、問題点を洗い出してはどうか。 

・大雪災害の問題点の分析にあたっては「今冬のような状況にならないためにはどう

すればいいか」を視点としてはどうか。 

・市から説明を聞く前に、高田区地域協議会の全委員から疑問点、問題点などの意見

を出してもらって、第２分科会のメンバーでその意見も含め、質問項目をまとめて

はどうか。 

・市民、町内会長、除雪業者、民生委員など幅広い住民から今冬の大雪災害について

の意見を聞いてはどうか。 

 

＜協議の結果＞ 

１確認事項 

今冬の大雪被害が非常に大きかったため、この分科会で協議する内容は、今 

期の委員の任期（２０２４年４月まで）を考慮して、検討順を「大雪」「水害」

「地震」とすることを再確認した。 

２協議結果（まとめ） 

 ・「今冬のような状況にならないために、どうすべきか」を分科会で議論するた

めに、市、町内会、住民などから話を聞いてはどうか。 

・そこでまず、１１月１５日（月）の第７回地域協議会で、市が作成する「令和 

３年大雪災害対応の検証について」の説明を聞く機会を設けてはどうか。 
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・その時の質問内容については、１０月１８日（月）の第６回地域協議会におい

て、本日の協議結果の報告の際、全委員に投げかけ、文書で質問事項を出して

もらうようにしてはどうか。 

・その質問事項と第２分科会の委員から出された意見を１１月１日（月）の分科

会で協議し、取りまとめてはどうか。 

・質問事項の視点としては、 

①市の「令和３年大雪災害対応の検証について」（中間報告）を読んでの、「疑

問点、不明点（これはどういうことか）」など 

②今冬の大雪を経験して思うこと 

   の２点で意見をとりまとめてはどうか。 

・また、市の「令和３年大雪災害対応の検証について」（中間報告）作成の際、

町内会から聴取したアンケート結果（高田区分）を資料として地域協議会に提

供してもらえないか事務局を通じて打診する。 

 

９ 問合せ先 

自治・市民環境部  自治・地域振興課 南部まちづくりセンター 

TEL:０２５-５２２-８８３１(直通) 

E-mail:nanbu-machi@city.joetsu.lg.jp  

１０ その他 

別添の会議資料もあわせて御覧ください。 

 


